様式第４号（その１）
教　員　個　人　調　書
	履　　　　　　　　　　歴　　　　　　　　　　書

	ﾌﾘｶﾞﾅ
	ヤマモト　タロウ
	性別
	男
	生年月日(年齢)
	昭和３９年３月１日（満４４歳）

	氏　　　名
	山　本　太　郎
	
	
	
	

	国　　　籍
	
	現住所
	東京都杉並区高井戸東３－３０－１４－４０７

	月額基本給
	７８０　千円　
	
	

	学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

	平成　２年　３月
	長崎大学医学部医学科卒業

	平成　２年　６月
	医師免許取得（第３３５２９２号）

	平成　７年　３月
	長崎大学大学院医学研究科博士課程修了
博士（医学）（長崎大学（甲）第７４９号）（題目：Inhibitory Activity in Saliva of Cell-to-Cell Transmission of Human T-Cell Lymphotropic Virus Type 1 in Vitro: Evaluation of Saliva as a Source of Alternative Transmission）「唾液によるＨＴＬＶ－１感染抑制効果の検討」

	平成　８年　３月
	ロンドン大学公衆衛生学熱帯医学大学院短期講習（人口，エイズ）修了

	平成１０年　３月
	東京大学大学院医学系研究科国際保健学専攻博士課程修了
博士（国際保健学）（東京大学（甲）第１３５１号）（題目：A Study on the Seroprevalence and Risk Factors of Chlamydia trachomatis Infection among Pregnant Women in Japan）「妊婦におけるクラミジア感染の血清疫学とリスク要因」

	職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

	平成　２年　６月
	私立札幌病院救命救急部勤務（平成３年３月まで）

	平成１０年　４月
	長崎大学熱帯医学研究所助手（社会環境分野，平成１２年１１月まで）

	平成１０年　４月
	長崎大学医療技術短期大学非常勤講師（国際保健学，平成１１年１０月まで）

	平成１１年１０月
	ＪＩＣＡジンバブエ感染症対策プロジェクト・チームリーダー（平成１２年１１月まで）

	平成１１年　８月
	教員組織審査（京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻助教授，国際保健学，専任Ｄ eq \o\ac(○,合)）

	平成１２年１２月
	京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻助教授（国際保健学，平成１６年６月まで）

	平成１３年　４月
	東京大学医学教育国際協力センター客員研究員（現在に至る）

	平成１４年　８月
	アメリカ合衆国ハーバード大学公衆衛生大学院・武見国際フェロー（平成１５年６月まで）

	平成１５年　６月
	コーネル大学ベイル医学校客員助教授（感染症内科学，国際医学，平成１６年５月まで）

	平成１５年　６月
	ハイチ・カポジ肉腫日和見感染症研究所上級研究員（平成１６年５月目で）

	平成１６年　１月
	ＷＨＯエイズ対策短期専門家（平成１６年３月まで）

	平成１６年　７月
	長崎大学熱帯医学研究所熱帯感染症研究センター助教授（平成１６年９月まで）

	平成１６年１０月
	外務省経済協力局開発計画課課長補佐（平成１８年７月まで）

	平成１６年１０月
	長崎大学熱帯医学研究所非常勤講師（国際保健行政学，現在に至る）

	平成１８年　４月
	総合地球環境学研究所共同研究員（熱帯アジア・オセアニアにおける環境変化と感染症の興亡，現在に至る）

	平成１８年　８月
	外務省国際協力局多国間協力課課長補佐（平成１９年９月まで）

	平成１８年１０月
	お茶の水大学文教育学部非常勤講師（国際開発論，平成１９年３月まで）

	平成１９年　４月
	九州大学高等教育推進センター非常勤講師（現在に至る）

	平成１９年１０月
	長崎大学熱帯医学研究所教授（現在に至る）

	学会及び社会における活動等

	現在所属している学会
	日本国際保健医療学会
日本熱帯医学会
日本公衆衛生学会
日本エイズ学会
日本アフリカ学会
日本民族学会
日本渡航医学会

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

	平成　６年　５月
	日本分子生物学会会員（平成９年８月まで）

	平成　６年１０月
	日本ウイルス学会会員（平成９年８月まで）

	平成　８年　６月
	日本性感染症学会会員（平成１６年８月まで）

	平成　９年１０月
	日本渡航医学会評議員（現在に至る）

	平成１２年１２月
	京都大学「医の倫理」委員会疫学社会調査小委員会委員（平成１４年７月まで）

	平成１３年　４月
	日本公衆衛生学会論文査読委員（平成１７年３月まで）

	平成１６年１０月
	ＪＩＣＡ青年海外協力隊事務局エイズ対策職種支援委員（現在に至る）

	平成１６年１０月
	厚生労働省「国際協力事業評価検討会」専門会員（平成１８年３月まで）

	平成１７年　４月
	ＪＩＣＡ課題別支援委員会委員（リプロダクティブ・ヘルス，現在に至る）

	平成１７年１０月
	日本熱帯医学会評議員（現在に至る）

	平成１８年１０月
	外務省「海外邦人の新型インフルエンザ対策に関する医療専門家委員会」委員（現在に至る）

	
	

	
	

	
	

	
	

	賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罰

	年　　　月
	

	平成　９年１０月
	日本性感染症学会最優秀演題賞共同受賞

	
	

	
	

	現在の職務の状況

	勤　務　先
	職　名
	学部等又は所属部局の名称
	勤　務　状　況

	長崎大学
	教授
	熱帯医学研究所
	国際保健分野における援助論、緊急医療援助、熱帯感染症の疫学を講じ、研究している。


	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	開設後の職務の状況

	勤　務　先
	職　名
	学部等又は所属部局の名称
	勤　務　状　況

	該当なし
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	                                                                          上記のとおり相違ありません。
   　　　　　　平成１９年１０月　１日
                                                                     氏名　　　山　本　太　郎　　　　印


様式第４号（その２）
	教育研究業績書
                                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１９年１０月　１日
                                           　　　　　　　　　　　　　　　　氏名 　　 山　本　太　郎　　　　　印

	研究分野
	研究内容のキーワード

	国際保健行政学，熱帯感染症学，感染症疫学
	開発行政，援助潮流，エイズ，新興感染症，熱帯（アジア・アフリカ）

	教育上の能力に関する事項

	事　　　　　　　　　　項
	年月日
	概　　　　　　　　　　要

	１　教育方法の実践例
	
	

	1. 開発途上国における国際協力論の現地での指導
	平成11年3月
平成13年1月
	国際開発高等教育機構（ＦＡＳＩＤ）の委嘱により，フィールド・スタディーに同行し，大学院生（修士課程）約20名に開発途上国の現場で社会学的調査，疫学的調査の方法論を指導した。

	2. 開発途上国における国際保健学・熱帯医学の現地での研究指導
	平成14年8月
	大学院生（修士課程）2名と医学部生（6年生）1名を海外調査へ同行させ，住血吸虫症等の疫学調査の指導を実施した。

	２　作成した教科書，教材
	
	

	1. 「医学研究のデザイン－研究の質を高める疫学アプローチ」共訳（医学書院MYW）
	平成9年7月
	カリフォルニァ大学サンフランシスコ校で臨床疫学のテキストとして用いられてきた臨床疫学研究のデザインに関する専門書の翻訳。疫学研究のデザインの方法から，サンプリングの方法，検出のパワー，感度を上げる方法まで詳述している。（全264頁）
共著者：木原正博監訳，山本太郎，他20名訳

	2. 「国際保健学講義」単著

（学会出版センター）
	平成11年5月
	国際保健の全体像を，特に学問的源流に重点を置きながら，今日的意義に言及した著作。特に戦後の開発思想と国際保健の関係，プライマリーヘルスケアの原点，開発途上国における感染症，エイズ等について記述している。

（全126頁）

	3. 「疫学－臨床・公衆衛生法律的判断のための基礎疫学」共訳（三煌社）
	平成15年9月
	米国で出版された疫学書の翻訳。疫学の基礎及びその応用が，臨床や法的判断の基礎を提供すること等が事例とともに紹介されている。
共著者：木原正博，山本太郎，他10名

	4. 「保健と医療の人類学－調査研究の手引き－」共訳（世界思想社）
	平成16年10月
	保健医療分野の人類学的研究において，特に開発途上国を対象とした調査の手引き－医療人類学研究法の国際研修コースのテキスト－を翻訳したもの。内部者の視点，外部者の視点や，文化が人々の健康希求行動に影響を与えていることなどが詳述され，そうした視点を踏まえた上での調査実践について詳述されている。（全315頁）

共著者：石川信克・尾崎敬子監訳，山本太郎，他9名

	5. 「感染症疫学－感染性の計測・数学モデル・流行の構造」共訳（昭和堂）
	平成18年12月
	ハーバード大学公衆衛生大学院で感染症疫学のテキストとして使われていた書の翻訳。社会の「あり方」が感染症の流行を規定するという考え方のもとに，「数理モデル」や「アウトブレークの発見と解析」「人々の交流やネットワークと感染症」といった項目が豊富な事例とともに述べられている。

（全２４１頁）

共著者：山本太郎，門司和彦

	３　教育上の能力に関する大学等の評価
	
	

	1.　個人評価に対する大学評価の実施等
	平成11年7月
	平成12年の京都大学大学院医学研究科社会健康医学専攻設置，助教授採用時に大学設置審議会の評価を受け，「国際保健学」において専任Ｄ eq \o\ac(○,合)の評価を得た。

	４　実務の経験を有する者についての特記事項
	
	

	1. 「青年海外協力隊派遣前養成コース：感染症」講師
	平成9年5月
平成10年5月
	ＪＩＣＡが派遣する青年海外協力隊員（保健医療関係職種）約20名を対象に，熱帯感染症に対する講義を行った。

	2. 「国際保健・熱帯感染症」講師
	平成13年9月
平成14年4月
	日本国際協力センターが実施した，海外からの保健医療行政官を対象とした研修コース（約15名）において，日本の保健医療行政と，日本人の健康水準の推移を講義した。
使用言語：英語

	3. 「エイズ国際研修コース」講師
	平成17年6月
	結核研究所が行っている国際研修コースにおいて，開発途上国からの医師，保健師等（約20名）に保健医療分野における日本の取り組みと，「『保健と開発』に関するイニシアティブ」を紹介した。
使用言語：英語

	4. 「エイズ対策コース：日本の保健医療援助政策」講師
	平成17年12月
	ＪＩＣＡの実施したエイズ対策コースにおいて，今後，国際保健分で働くことを希望している研修生（約10名）に，保健医療分野における日本の援助政策を講義した。

	5. 「感染症専門家養成コース」講師
	平成18年6月
	国立国際医療センターが実施した感染症専門家養成コースにおいて，保健医療分野における日本の援助政策を講義した。

	6. ＯＤＡ出前講座「ＯＤＡ概論と保健医療協力」講師
	平成18年11月
	東京大学医学教育国際協力センターにおいて，医学生，看護学生（約50名）を対象に，ＯＤＡ概論と保健医療協力について講義した。

	7. 「プロジェクト実施監理手法セミナー」講師
	平成19年4月
	国際開発高等教育機構が実施するプロジェクト実施監理手法セミナーにおいて，援助に関わっている実務家（約20名）を対象として，日本のエイズ対策における政策を講義した。
使用言語：英語

	５　その他
	
	

	1. 関西医科大学講師「国際保健」
	平成12年10月
平成13年9月
	公衆衛生学の一環として，ジンバブエにおける感染症対策（マラリア，寄生虫症）の実際と，そこから演繹された国際保健の概観を講義した。

	2. 京都精華大学非常勤講師「アフリカとエイズ」
	平成13年10月
平成14年10月
	全学講義の一環として，エイズ全般に対する講義とアフリカという文脈の中でのエイズを，全学学生を対象として講義した。

	3. 国際基督教大学講師「保健医療分野における日本の援助政策」
	平成17年1月
	国際開発論の一環として，保健医療分野における日本の援助政策を講義した。
使用言語：英語

	4. 長崎大学熱帯医学研究所講師「国際保健行政学」
	平成18年6月
	熱帯医学修士課程の講義として，ＯＤＡ概論と保健医療協力について講義すると同時に，鳥及び新型インフルエンザをテーマに，国際協力のあり方を講義した。

	5. 順天堂大学医学部講師「国際保健学」
	平成17年10月

平成18年11月
	公衆衛生学の一環として，ＯＤＡ概論と保健医療協力について講義すると同時に，鳥及び新型インフルエンザをテーマに，国際協力のあり方を講義した。

	6. お茶の水大学非常勤講師「国際開発論」
	平成18年12月
	国際協力学環国際開発論の一環として，日本のＯＤＡの概論，保健医療分野における協力，新興・再興感染症対策等について講義した。

	7. 東京大学大学院医学研究科国際保健専攻講師「新興・再興感染症」
	平成17年4月
平成19年3月
	医学部基礎統合講義の一環として，新興・再興感染症と環境や生態系の関わりを講義。21世紀の感染症対策としての微生物との「共生」という考え方を紹介した。

	職務上の実績に関する事項

	事　　　　　　　　　　項
	年月日
	概　　　　　　　　　　要

	１　資格，免許
	
	

	· 医師免許（第３３５２９２号）
	平成2年6月
	

	２　特許等
	
	

	　　特になし
	
	

	３　実務の経験を有する者についての特記事項
	
	

	1. ＪＩＣＡジンバブエ感染症対策プロジェクト・チームリーダー
	平成11年10月～12年11月
	南部アフリカのジンバブエ国保健省に派遣され，感染症対策プロジェクトのリーダーとして，マラリア対策，住血吸虫症対策を指導した。マラリア対策では回転資金を用いた蚊帳の普及を推進し，住血吸虫症対策では学校保健を中心とした予防・スクリーニング・治療を実施した。その結果，マラリアでは，対象地域の住民の蚊帳使用率の上昇が見られ，住血吸虫症対策は国家感染症対策の一つとなった。

	2. ハイチ・カポジ肉腫日和見感染症研究所上級研究員
	平成15年6月～16年5月
	カリブ海のハイチ国において，エイズの予防・治療・ケアを行うと同時に，ＨＩＶ母子感染防止プロジェクトに参加し，母子感染の低減（感染率が約20％から3％に低下）に成功した。また，結核対策として，直接監視下投薬による治療（ＤＯＴＳ）を推進し，成果を挙げた。

	3. ＷＨＯエイズ対策短期専門家
	平成16年1月～16年3月
	ＷＨＯは，ＨＩＶ感染者・患者を対象に治療が必要な人への抗ウイルス薬治療の提供拡大を目指すイニシアティブを発表した。ＷＨＯの依頼により，短期専門家として，カンボジアの国家エイズ対策のレビューを行い，レビューをもとに，今後の治療拡大に向けた提言を行った。

	4. 保健関連ミレニアム開発目標に関するハイレベルフォーラム参加・発表
	平成16年12月
	国際社会は，ミレニアム開発目標達成に向けて貢献を加速している。8つミレニアム開発目標の内，3つは保健関連目標であり，その達成は８つの目標達成に不可欠とされている。ナイジェリア・アブジャで開催された国際会議に日本政府代表団の一員として参加し，目標達成に貢献するための日本の保健関連ＭＤＧｓに対する取り組みを発表した。

	5. 日・ＷＨＯ政策対話出席
	平成17年3月
	マニラで開催された日・ＷＨＯ政策対話に日本政府代表の一員として参加し，新しく発表予定の日本のイニシアティブ「『保健と開発』に関するイニシアティブ」の概要を紹介した。

	6. 「保健と開発」に関するイニシアティブの立案・策定
	平成17年6月
	2005年から5年間の，日本の保健医療分野における方針となる「『保健と開発』に関するイニシアティブ」の立案・策定を中心になって行った。本イニシアティブのもと，日本政府は5年間で50億ドルを目処とする支援を保健医療分野で行うことを表明すると同時に，保健医療システム強化のための人材育成，乳幼児の死亡率の削減，妊産婦の健康改善，エイズ，マラリア，及びその他の感染症の蔓延防止に取り組むことを表明した。同イニシアチブは，Ｇ8サミットを始めとするその後の国際会議でも，日本の取り組みとして紹介されている。


	7. アジア太平洋保健関連ミレニアム開発目標に関する閣僚級会合事務局
	平成17年4月
	「『保健と開発』に関するイニシアティブ」の発表を兼ね，東京において，アジア太平洋保健関連ミレニアム開発目標に関する閣僚級会合を実施した。その際，政府事務局の中心的スタッフとして，会議サブ面の取りまとめを行った。同会合では，保健システム強化の重要性が再認識されたと同時に，開発分野における保健医療の取り組みが，資金だけでなく，改善努力によって効率的に運用される事例が各国からベスト・プラクティスとして紹介された。結果と概要は外務省ホームページ等で広く広報されている。

	8. 国際緊急援助隊調査団副団長
	平成17年9月
	インドネシアでの鳥インフルエンザの流行拡大を受け派遣された国際緊急援助隊調査団に専門家兼外務省職員として参加し，実地調査及びインドネシア政府保健省，農業省，ＷＨＯ，ＦＡＯ等の国際機関等との協議を行い，その結果をもとにインドネシアへ鳥インフルエンザ緊急援助策を取りまとめた。


	9. 鳥及び新型インフルエンザに関する高級事務官会議出席
	平成17年10月
	ワシントンで行われた鳥及び新型インフルエンザに関する高級事務官会合に日本政府代表団の一員として参加し，日本のインドネシア支援等の実績，今後の取り組み等について発表した。この会議の成果をもとに，日本政府として，抗インフルエンザウイルス薬の国際備蓄を行うことを決定した。

	10. Ｇ８サミット実務者会議出席
	平成17年12月
	ロシア・サンクトペテルブルグで開催予定のＧ８サミットの主要議題である感染症（エイズ，結核，マラリア，ポリオ，寄生虫感染症，鳥及び新型インフルエンザ）対策の成果文書作成のための実務者会合（モスクワ）に日本政府代表団の一員として参加し，その取りまとめに従事した。
　

	11. 「鳥及び新型インフルエンザに関する我が国の支援策」と「新型インフルエンザ早期対応に関する東京会議」
	平成18年1月
	「新型インフルエンザ早期対応に関する東京会議」に日本政府団の一員として参加すると同時に，日本政府の貢献策としての「鳥及び新型インフルエンザに関する我が国の支援策」を中心となって策定し発表した。その後，定期的に同支援策の改訂を行っている。


	12. Ｇ８保健大臣会合実務者会議出席
	平成18年4月
	モスクワで開催されたＧ8保健大臣会合実務者会議に日本政府代表団の一員として参加し，その取りまとめに従事した。

	13. 「アフリカ感染症行動計画」の立案・策定
	平成18年5月
	アフリカにおける保健医療分野の協力を加速するために，「アフリカ感染症行動計画」の立案・策定を中心的に行い，小泉前総理のアフリカ訪問に合わせて発表した。行動計画では，日本のエイズ対策，マラリア対策，寄生虫対策における協力方針を取りまとめた上で，アフリカにおける感染症対策において，南南協力を推進することの重要性が謳われている。

	14. 新型インフルエンザ発生時の海外邦人保護に関する取り組み
	平成18年10月～現在
	外務省「海外邦人の新型インフルエンザ対策に関する医療専門家委員会」委員として，新型インフルエンザ発生時の海外邦人保護の取り組みをまとめている。

	15. 日・ＵＮＩＣＥＦ政策対話出席
	平成18年3月

平成19年3月
	東京で開催された日・ＵＮＩＣＥＦ政策対話に日本政府代表団の一員として参加し，ＵＮＩＣＥＦの政策連携について意見交換した。

	16. 新型インフルエンザワクチンに関する国際会議
	平成19年4月
	新型インフルエンザワクチンに対する公正なアクセスを巡るインドネシアからの問題提起に関して，ＷＨＯとインドネシア政府共催のハイレベル会合が開催された。その会合に日本政府代表団の一員として参加し，本件に関する日本の立場を取りまとめた。

	４　その他
	
	

	1. 公開講座「日本のエイズの現状－長崎県における母子感染防止事業１０年の軌跡－」演者
	平成10年4月
	長崎県におけるＨＩＶ母子感染防止事業の取り組みと，その10年の成果を発表。
於：長崎市

	2. シンポジウム「熱帯医学と地域研究：知の実践と構築」演者
	平成16年2月
	感染症と社会構造の関係についての考察を，歴史学的，生態学的に行った成果を発表した。発表を行ったシンポジウムは，国立民族学博物館地域研究企画交流センターの企画であった。
於：京都市

	3. 日本熱帯医学会シンポジウム

「アフリカにおける医療協力－日本の果たすべき役割－」シンポジスト
	平成17年10月
	アフリカにおける医療協力－日本の果たすべき役割－を，アフリカの現状を踏まえ発表した。

於：京都市
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	1. 「エイズ・パンデミック－世界的流行の構造と予防戦略」
	共訳
	平成10年
6月
	学会事務センター
	［翻訳，編集］を担当

世界のエイズ問題の専門家が結集して，疫学，医科学，社会科学，政治，経済，社会，文化，宗教，国際協力といた側面からエイズ問題をグローパルに分析した本の翻訳。原著は，国連合同エイズ計画の指針を与えた書として知られている。
（全623頁）

共著者：山崎修道，木原正博監訳，山本太郎，他38名訳

	2. 「国際保健学講義」
	単著
	平成11年
5月
	学会出版センター
	国際保健の全体像を，特に学問的源流に重点を置きながら，今日的意義に言及した著作。特に戦後の開発思想と国際保健の関係，プライマリーヘルスケアの原点，開発途上国における感染症，エイズ等について記述している。
（全126頁）

	3. 「エイズ－ウイルスの起源と進化」
	単訳
	平成13年
1月
	学会出版センター
	エイズ研究の最大の謎の一つ，「ウイルスの起源と進化」を生態系の中に探った書の翻訳。原著は，古代エジプトのミイラにＨＩＶの痕跡を探り，アフリカの熱帯雨林の中にエイズ・コネクションの存在を追い，第２次世界大戦を挟んでヨーロッパで流行した乳幼児肺炎にウイルスの原型を求め，エイズウイルスの起源と進化を追跡した書である。（454頁）

	6. 「保健と医療の人類学－調査研究の手引き－」
	共訳
	平成16年10月
	世界思想社
	［翻訳，編集］を担当

保健医療分野の人類学的研究において，特に開発途上国を対象とした調査の手引き－医療人類学研究法の国際研修コースのテキスト－を翻訳したもの。内部者の視点，外部者の視点や，文化が人々の健康希求行動に影響を与えていることなどが詳述され，そうした視点を踏まえた上での調査実践について詳述されている。

（全315頁）

共著者：石川信克・尾崎敬子監訳，山本太郎，他９名

	4. 「新型インフルエンザ　世界がふるえる日」
	単著
	平成18年
9月
	岩波書店
	本書は，歴史上人類に大きな被害を与えてきた新型インフルエンザについて，歴史的，政治的，社会学的視点と，医学的あるいは生態学的視点，国際協力の視点といった多角的視点からその意味と対策を論じた書。エピローグと第１章では鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1）が新型インフルエンザに変異する可能性と，その際に引き起こされる人的被害の推定を行い，第2章では，スペイン風邪流行の様相を文献的考察によって明らかにしている。特に，20世紀初頭のアフリカやインドにおいて，帝国主義と第１次世界大戦が新型インフルエンザの流行に与えた影響については詳しい。第３章は，ウイルスと共生する医学を構想したものになっており，第4章では，その上で現実的な対策を論じている。（全181頁）

	5. 「感染症疫学－感染性の計測・数学モデル・流行の構造」
	共訳
	平成18年
12月
	昭和堂
	［翻訳，編集］を担当

ハーバード大学公衆衛生大学院で感染症疫学のテキストとして使われていた書の翻訳。社会の「あり方」が感染症の流行を規定するという考え方のもとに，「数理モデル」や「アウトブレークの発見と解析」「人々の交流やネットワークと感染症」といった項目が豊富な事例とともに述べられている。

（全241頁）

共著者：山本太郎，門司和彦

	上記以外の著書
２編
	
	
	
	

	（学術論文）
	
	
	
	

	1. Amplification and Detection of a Single Molecule of Human Immunodeficiency Virus RNA
（HIVのRNA遺伝子の増幅と検出）
	共著
	平成5年
10月
	Virus genes
第7巻4号 

P325-P338
	［検出手法開発の一部］を担当

遺伝子増幅法によるＨＩＶのＲＮＡ検出手法に関する論文。ＨＩＶのＲＮＡ遺伝子が１分子であっても，遺伝子増幅課程を，プライマーを変えて2回繰り返すことによって検出する検査手法を開発した。

共著者：Satoru Nakamura, Shigeru Katamine, Taro Yamamoto, Steven K. H. Foung, Takeshi Kurata, Yoshihiro Hirabayashi, Kaoru Shimada, Shigeo Hino, and Tsutomu Miyamoto.

	2. HTLV-1 proviral DNA in umbilical cord blood of babies born to carrier mothers.
（HTLV－1キャリア母親から生まれた児の斎帯血中プロウイルスの存在の検討）
	共著
	平成6年
5月
	Lancet 1994: ii.

P1326-P1327.
	［実験，解析］を担当

ＨＴＬＶ－1母子感染の母乳以外の感染経路は不明であった。ＨＴＬＶ－1に感染した母親から生まれた児の斎帯血中プロウイルスの有無を調べることにより，ＨＴＬＶ－１の子宮内感染の可能性を検討した論文である。結果として，ＨＴＬＶ－１の子宮内感染は母乳感染を除いた母子感染の主要な感染経路でないことが明らかになった。
共著者：Shigeru Katamine, Ryouzou Moriuchi, Taro Yamamoto, Kaoru Terada, Katsumi Eguchi, Yosiro Tsuji, Touru Yamabe, Tsutomu Miyamoto, and Shigeo Hino.

	3. Altered expression of a novel cellular gene as a consequence of integration of Human T-Cell Lymphotropic virus Type 1

（HTLV－1が細胞ＤＮＡへ組み込まれた結果，新たに発見された細胞遺伝子の発現が修飾された研究）
	共著
	平成6年
11月
	J of General Virology
第75巻 

P2625-P2630
	［細胞ＤＮＡの抽出，クローニング］を担当

ＨＴＬＶ－１が細胞ＤＮＡに組み込まれた結果，新規発見の遺伝子の発現が修飾される現象を解折した論文。ＨＴＬＶ－１が細胞レベルにおいて，遺伝子発現を修飾している可能性が示唆された。

共著者：Yoji Nakamura, Ryouzou Moriuchi, Daisuke Nakayama, Yasuhito Higashiyama, Taro Yamamoto, Yousuke Kusano, Shigeo Hino, Tsutomu Miyamoto and Shigeru Katamine

	4. Inhibitory Activity in Saliva of Cell-to-Cell Transmission of Human T-Cell Lymphotropic Virus Type 1 in Vitro: Evaluation of Saliva as a Source of Alternative Transmission
（学位論文）
（唾液によるHTLV－1感染抑制効果の検討）
	共著
	平成7年
6月
	J of Clinical Microbiology
第33巻6号 

P1510-P1515
	［実験，解析，文献調査，執筆］を担当

母乳以外の感染軽路として，唾液によるＨＴＬＶ－１感染の可能性を検討した結果，唾液中にＨＴＬＶ－１感染防止因子が存在することを明らかにした論文。当時，ＨＴＬＶ－１は主として母乳を介し，感染することが知られていたが，母乳以外の感染経路の存在も示唆されていた。その母乳以外の感染経路の一つとして，子宮内感染の存在が疑われていた。しかしそうした仮説は，私たちの研究（HTLV-1 proviral DNA in umbilical cord blood of babies born to carrier mothers. Lancet 1994: ii:1326-1327.）によって，主要な感染経路である可能性が否定されており，新たな感染経路に関する研究が行われているところであった。本研究もその一環として行われた。本研究は，唾液を介した感染がＨＴＬＶ－１の母子間での主要な感染経路であるか否かを検証した研究となっている。結果としては，唾液中にＨＴＬＶ－１ＤＡＮＡが検出できるものの，そのコピー数は比較的少なく，またＨＴＬＶ－１に対する中和抗体も存在することから，唾液を介した母子感染の可能性も比較的低いという結論を得た。
共著者：Taro Yamamoto, kaoru Terada, Noriyuki Nisida, Ryouzou Moriuchi, Susumu Shirabe, Tatufumi Nakamura, Yosirou Tsuji, Tsutomu Miyamoto, and Shigeru Katamine.


	5. International HIV and AIDS Prevention: Japan/United States Collaboration
（HIV/AIDS予防に関する日米協力）
	共著
	平成8年
12月
	J of AIDS and Human Retrovirology 
第14巻
増補版2号 　

P58-P67
	［企画，文献検索，執筆の一部］を担当

1994年に発表された地球規模問題に関する日米共同宣言に基づき，ＨＩＶ／エイズ分野における日米連携のあり方を，両国の比較優位に基づいて検討した論文である。当時としては，ＮＧＯの役割に注目した連携のあり方に言及した点等が新しい論点であった。
共著者：Takusei Umenai, Mohan Narula, Daisuke, Onuki, Taro Yamamoto and Tomoyuki, Igari.

	6. 大学生のクラミジアトラコマティス抗体陽性率に関する疫学的調査
	共著
	平成9年
7月
	日本性感染症学会誌
第8巻1号
P91-P96
	［企画，抗体検査，論文執筆］を担当

過去10年間のクラミジアトラコマティス抗体陽性率を同一大学の同一学年で比較した論文。傾向としてクラミジアトラコマティス抗体陽性率の経年的上昇が見られたが，なかでも対策上興味深い点として，過去にみられたクラミジア陽性率の性差が，近年になり消失する傾向にあることが明らかになった。
共著者：山本太郎，梅内拓生，草野洋介，片峰茂，韓士栄，中村裕子，黒川憲次，宮本勉

	7. 世界の健康問題と今後の国際保健－アフリカ，アジア，中南米 
	共著
	平成9年
5月
	保健の科学
第39巻5号
P300-P306 
	［データ解析の一部］を担当

世界の地域別人口，乳児死亡率，平均余命，各疾病によるＤＡＬＹｓ損失（障害を加味した生命年損失），保健サービスのカバー率，安全水･トイレへのアクセス等を報告し，それらの改善策を検討した。他の地域に比べてサハラ以南のアフリカの健康状態が極めて悪かった。ＤＡＬＹｓ損失の一位はマラリアであった。また，南アジアではトイレへのアクセスなどに多くの問題があった。現在あるアプローチの差異を認識した上で統合を図る必要がある。

共著者：門司和彦，堀口逸子，山本太郎

	8. 在日日系ブラジル人女性のクラミジアトラコマティス感染症に関する疫学的調査
	共著
	平成9年
7月
	日本性感染症学会誌
第8巻1号
P85-P90.
	［企画，解析，執筆の一部］を担当

在日日系ブラジル人女性と日本人女性のクラミジアトラコマティス感染率および避妊行動を比較検討した論文。結果，両者の間のクラミジアトラコマティス感染率には大きな違いが見られること。そうした違いが，在日日系ブラジル人女性の避妊法の選択と（ピルの高い使用率），関連性があることが示唆された。
共著者：菊地宏久，山本太郎，福島一也，梅内拓生

	9. A Study on the Seroprevalence and Risk Factors of Chlamydia trachomatis Infection among Pregnant Women in Japan

（学位論文）
（妊婦におけるクラミジア感染の血清疫学とリスク要因）
	単著
	平成10年
3月
	
	本研究は，1987年から1997年に妊婦検診に参加した妊婦集団約10万人から年齢で階層化を行ったあと無作為に抽出した9,652名について，クラミジアトラコマティス抗体を計測し，その陽性率の推移をみた研究となっている。その結果，1980年代後半から1990年代後半の10年においては，40歳以降の年齢層を除く全ての年齢層においてクラミジア感染率が低下していることが明らかになった。サーベイランスにおけるクラミジア感染者報告数はこの間，日本において上昇を見ていたが，その報告数の増加は必ずしも集団における感染率の増加を意味するものではなく，検査法の普及，医療関係者の関心の高まりといったことと関係している可能性を示唆したものとなった。クラミジア感染は，当時，人々の性行動の指標になるものとして注目されており，その経年的推移を知ることは，性行動の変容を示唆するものとして注目されていたが，本研究の結果は少なくとも，上記の期間，クラミジア感染を通してみる限り，性行動の急激な変化を物語るものではないという仮説を支持するものとなっていた。また，研究の過程でクラミジア抗体が一度感染すれば，必ずしも一生涯続くものではなく，早ければ数ヶ月といった時間単位で，当時の検査感度以下に低下することを見出し，クラミジア疫学研究の従来の方法論の不備を指摘するものともなった。上記の2点において斬新的な研究であった。また，本研究は妊婦におけるクラミジア感染のリスク要因を抗体検査の結果と質問紙による結果を組み合わせることにより，明らかにした研究となった。結果として，教育歴，初婚年齢，早期の妊娠，複数回の人工妊娠中絶がクラミジア感染のリスクであることが明らかとなった。

	10. 妊婦クラミジア感染危険因子の検討－低容量ピル解禁に向けて 
	共著
	平成10年
3月
	日本性感染症学会誌
第9巻1号
P49-P55.
	［企画，解析の一部］を担当

低用量ピルの解禁に向けて，長崎県下の妊婦のクラミジア抗体を検査し，感染危険因子を検討した。若年齢における妊娠，妊娠回数，中絶回数，学歴などが関連していた。特に，若年で妊娠し，中絶を経験したもので抗体陽性率が高かった。今後，低容量ピルの利用が可能になるが，性感染症予防と避妊は個別に教育していく必要がある。その際，これらの危険因子を十分に考慮した健康教育が求められる。

共著者：草野洋介，門司和彦，山本太郎，黒川憲次，久保田健二，増崎英明，竹本泰一郎，堀口逸子，本田純久，片峰茂

	11. タイにおけるHIV/AIDS流行の現状－行動疫学調査と血清疫学調査の連携の重要性
	共著
	平成10年
5月
	日本公衆衛生学会雑誌
第45巻5号
P463-P468.
	［企画，文献検索，現地調査，執筆］を担当

タイにおけるＨＩＶ／エイズ流行の現扶と予防対策をまとめた論文。タイは1990年前後に世界で最もＨＩＶ／エイズが流行すると考えられていたが，その後の疫学調査とそれに基づく対策の成果により，新感染を減少させることに成功した。これは，途上国における流行予防に対する血清疫学調査と行動疫学調査の連携の重要性を示唆している。特に新兵を対象とした抗体検査などで着実に陽性率が低下傾向にあり，タイが一時の事態を乗越えたことを意味している。ただし，過去の感染者に対するケアは今後重要である。

共著者：山本太郎，門司和彦．

	12. Situation of C. trachomatis infection among pregnant women in Japan

（日本の妊婦クラミジア感染の実態）
	共著
	平成10年
8月
	Proceedings of

12th World AIDS Conference. Geneva,

P227-P230


	[ 企画，データ分析，関連文献検索，論文執筆 ]を担当

日本，特に長崎県における妊婦のクラミジア感染状況を報告した。抗体陽性率は若年の妊婦で高く，年齢とともに減少することから，若年者に対する性感染症教育が重要であった。大学生を経年的に追跡した結果では，エイズの流行が話題になった1990年以降，クラミジア抗体陽性率は減少しており，明らかな行動変容が起ったと考えられる。このような行動変容が他の若年層にも行き渡るような性感染症についての教育が望まれる。

共著者：Yamamoto T，Kusano Y，Moji K，Kurokawa K，Mizota T and Katamine S

	13. Trend in Chlamydia trachomatis Infection among Pregnant Women in Past Ten Years in Japan-Significance of Chlamydia trachomatis seroprevalence
（日本における妊婦における過去１０年のクラミジア感染の経年的変化：抗体陽性の意義）
	共著
	平成10年
11月
	Sex Trans Dis. 
第25巻10号
P516-P521
	［企画，実験，解析，論文執筆］を担当

過去１０年間の日本人妊婦のクラミジア感染症の動向を明らかにすると同時に，血清クラミジア抗体のカイネティクス(血中抗体の減少の動態)を明らかにした論文。血清クラミジア抗体の疫学研究上の意味が明らかになった。クラミジア抗体陽性率は一般に若年者で高く，性活動の活発さに関連し，現在の若者の方が過去の若者よりも性活動が盛んになったと解釈されてきた。しかし，保存血清を経年的に分析した結果，数年内に抗体が陰性化することがわかった。抗体消失に関する報告はなされていなかった。クラミジア抗体の現在の陽性率から直接的に性行動の時代による変化を論じられない。ただ，いつの世代も若年層の性活動が活発である点は不変であった。
共著者：Taro Yamamoto, Kazuuhiko Moji, Yousuke Kusano, Kenji Kurokawa, Kiyotaka Kawagoe, Shigeru Katamine.

	14. Chlamydia trachomatis 感染と性行動－在日日系ブラジル人女性と日本人女性の比較
	共著
	平成10年
11月
	日本性感染症学会誌
第9巻1号
P41-P48.
	［解析，論文執筆の一部］を担当

在日日系ブラジル人女性と日本人女性の血清クラミジア抗体陽性率を比較した論文。両者の血清クラミジア抗体陽性率の違いと両者の性行動の違いを比較し，性行動と感染リスクの関連を考察した論文である。
共著者：菊池宏久，奥村順子，山本太郎，三浦宏子，梅内拓生，新井健二，角田郁夫，永石匡司，福島一也

	15. 妊婦HIVおよびクラミジアトラコマティス抗体スクリーニング体制の確立—長崎方式による取り組み
	共著
	平成11年
4月
	日本公衆衛生学会雑誌
第46巻4号
P304-P310.
	［企画，論文執筆］を担当

妊婦検診の一環として実施されることになったHIV及びクラミジア感染のスクリーニング体制を長崎県においていかに確立したかの経緯と，その可能性について論じた論文。長崎県下において1994年から進行中の妊婦ＨＩＶ抗体スクリーニング事業および1996年から始まった妊婦クラミジアトラコマティス抗体スクリーニング事業の概要と現在までの成果を報告した。酵素抗体法によって3万人近くの妊婦ＨＩＶ抗体をスクリーニングし，2名に対してはＰＣＲ法による確認を実施したが，ＨＩＶ陽性と判定された妊婦はゼロであった。一方クラミジア抗体の陽性率は27%であり，25歳未満では40%近い高値であった。
共著者：山本太郎，草野洋介，門司和彦，森内良三，黒川憲次，久保田健二，溝田勉，片峰茂．

	16. 長崎県における妊婦のクラミジアスクリーニングの現状
	共著
	平成12年
3月
	日本性感染症学会誌

第11巻1号

P166-P170


	[ 企画，解析計画 ]を担当
クラミジア感染は若年層を中心に増加している性感染症であり，妊婦への対策が望まれる。クラメジア感染は，危険な性行為のスクリーニングとしても有効である。長崎県では産婦人科医が中心となって，妊婦に対するスクリーニングシステムを確立した。その結果，年齢の他，初体験が早い女性，性交渉相手の多い女性，中絶経験などがクラメジア感染と関連していた。長崎県下におけるエイズ予防も視野にいれた性教育普及を検討した。
共著者：草野洋介，山本太郎，黒川憲次，森内良三，木原雅子，久保田健二，門司和彦，青柳潔，
竹本泰一郎，片峰茂

	17. Demographic and reproductive factors for high seroprevalence of Chlamydia trachomatis among pregnant women in Japan
（妊婦におけるクラミジア感染のリスク要因に関する研究）
	共著
	平成12年
6月
	Tohoku J. Exp. Med.
第190巻
P1-P13.
	［企画，データ解析］を担当
本研究は，クラミジアトラコマティス抗体陽性率と関連する人口学的要因，再生産に関係する要因を調べた研究である。1996年9月から11月にかけて集められた1,718名の妊婦血液サンプルに対しクラミジア抗体が測定され，同時に質問紙による調査が行われた。多変量解析を用いた分析を行った結果，婚前前の妊娠，コンドームの不使用，短い教育歴，人工妊娠中絶などが，クラミジア感染の間連要因であることがわかった。

共著者：Yosuke Kusano, Yoshisada Shibata, Shigeru Katamine, Taro Yamamoto, Kenji Kurokawa, Ryozo Moriuchi, Kenji Kubota, Hideaki Masuzaki, Sumihisa Honda, Kazuhiko Moji, Taiichiro Takemoto.

	18. エイズ流行拡大が開発に与える影響－アフリカにおける事例研究
	共著
	平成12年
10月
	熱帯
第34巻

P80-P87.
	［企画，文献検索，現地調査，執筆］を担当

エイズ流行が「開発」に与える影響を，流行の著しいアフリカを例にまとめたもの。アフリカにおけるエイズ流行が，平均寿命の低下や生産年齢人口の減少をもたらすこと。さらには，伝統や知識の伝達者である壮年層の減少が社会に与える影響について考察した論文である。

共著者：山本太郎，溝田勉．

	19. Research Activities on Emerging and Re-emerging Diseases
（新興・再興感染症研究の動向）
	共著
	平成13年
4月
	Jap. J. Tropical medicine and Hygiene
第29巻2号 

P231-P234
	［企画，文献検索，執筆］を担当

日本および外国における新興・再興感染症についての研究の動向を，メドラインによって検索された刊行物から分析した。新興・再興感染症そのものをタイトルとした文献はアメリカでの研究が最も多く，1993年から1995年にかけてが，1997年以降よりも多かった。1990年代に新興・再興感染症についての研究の重要性が認識され，それ以降は各国において個別に重要な研究テーマが報告されていると解釈された。
共著者：Taro Yamamoto, Masaaki Shimada, Kazuhiko Moji, Tsutomu Mizota.

	20. 日本人の性行動の現状と予防対策の戦略－性的ネットワークと行動理論
	共著
	平成13年
7月
	治療学35（2）

P195-P198
	［調査，データ解析の一部］を担当

日本人成人の性行動の全国調査（約5000人を対象）の結果をまとめ，今後のエイズを含む性感染症予防戦略を提言した論文。

共著者：木原雅子，市川誠一，山本太郎，木原正博

	21. 医学部学生の国際保健医療に対する意識調査
	共著
	平成13年
8月
	日本公衆衛生学会雑誌
第48巻12号 

P963-P968
	［企画，調査，解析，論文執筆］を担当
医学生を対象に国際保健に対する興味や知識，あるいは，活動への参加経験を調査したもの。結果として，国際保健，国際協力への興味は大きいものの，実際の参加になると，その端緒が少ないこと。低学年の際には，興味が高いものの，卒業を控え進路を決定する学年に近くなると，実際の選択肢として国際保健分野に進むことを選択する学生は少なくなることなどが明らかになった。一方で，大学のカリキュラムとして国際協力，国際保健の講義を希望するものの数は多かった。
共著者：山本太郎，橋爪真弘，吉川理子，京文靖，加計勇輝，近藤久禎

	22. ネットワーク化する若者の性行動とHIV／STD感染リスク
	共著
	平成13年
11月
	保健婦雑誌
57巻6号

P490-P493
	［調査，解析の一部］を担当

若者の性行動をネットワークという視点で考察した論文。若者の性的ネットワークがランダムな現象ではなく，サブ集団ごとのネットワークがさらに少数のリンクによって，複雑に結びついていることが明らかになった。
共著者：木原正博，木原雅子，市川誠一，山本太郎

	23. HIV/AIDS surveillance in Japan 1984-2000
（1984－2000年のエイズサーベイランス）
	共著
	平成14年
6月
	J. Acqur. Immu. Def. Syndr
増補版32巻 

P55-P62
	［企画，データ解析，文献調査の一部］を担当

本論文は，日本のＨＩＶ／エイズ・サーベイランスの結果をまとめたものである。日本のＨＩＶ／エイズ・サーベイランスは1984年から始まり，感染者数の推移やその影響を考える上で大きな役割を演じてきた。具体的には，日本のＨＩＶ感染者数，エイズ患者数は増加を続けており，なかでも，男性同性愛者間の感染が多いことが特徴であることが明らかとなった。一方で本論文は，日本のＨＩＶ／エイズ・サーベイランス・システムの問題点を明らかにしたものとなった。感染者の同定ができない中，報告の重複が大きな問題となっており，感染者，患者の人権に配慮した上で，いかに重複を避けるシステムを構築することができるかといった課題を提案するものとなってもいる。
共著者：Kihara M, Ono-Kihara M, Feldoman MD, Ichikawa S, Hashimoto S, Eboshida A, Yamamoto T and Kamakura M.

	24. A simulation sheds a light on the present HIV epidemic
（エイズ流行に関するシミュレーション研究）
	共著
	平成16年
10月
	Tropical Medicine and Health 
第32巻3号 

P249-P251. 
	［企画，シミュレーション，論文執筆］を担当
本研究は，数学モデルを用いて，ＨＩＶ／エイズ流行の様相を試算したものである。潜伏期間が短く感染効率および致死率の高いＨＩＶ（強毒ＨＩＶ株）と潜伏期間が長く感染効率および致死率の低いＨＩＶ（弱毒ＨＩＶ株）を同時に一つの集団に持ち込み，集団の性的交流パターンを幾つかのレベルに分けてシミュレーションを行った。その結果，次のようなことが明らかになった。第１に短期的（5年から100年という時間単位）には，性的交流が緩やかな集団では弱毒ＨＩＶ株が優位に流行し，性的交流が活発な集団では強毒ＨＩＶ株が優位となることがわかった。第2に長期的（500年－1000年）には，人々の行動に関わらず弱毒ＨＩＶ株が優位に流行することがわかった。この結果は，エイズ流行の初期の段階から感染者の追跡調査をしてきたヤープ・ゴウズミットらの研究結果とも一致するものであった。こうした結果から明らかになったことは，第１にエイズ流行において人々の行動のあり方はＨＩＶ株を選択する自然圧力となるということ，第2に人々の行動は強毒ＨＩＶ株を選択する圧力にもまた，弱毒ＨＩＶ株を選択する圧力にもなりうること，第３に人々の行動変容によるＨＩＶ株の選択は５－１０年という比較的短い時間で達成できるということ。そして第４に長期的（500年－1000年）には，人々の行動に関わらず弱毒ＨＩＶ株が優位に流行するということであった。

共著者：Taro Yamamoto, Yoshiki Hamada, Afetse Yawo Dotse, Yuji Ataka, Kazuhiko Moji.

	25. Combating HIV/AIDS in mainland China- an epidemiological review of prevention and control measures
（中国におけるエイズ流行の様相）
	共著
	平成17年
11月
	Southeast Asian Journal of Tropical Medicine and Public Health 
第36巻6号 

P1479-P1486 
	［企画，解析，論文執筆］を担当
中国におけるエイズ流行拡大の様相と，中国政府によるエイズ対策を過去に遡ってレビューした論文。
共著者：Lian Qin, Takeshi Yoda, Chizuko Suzuki, Taro Yamamoto, Guoxi Cai, Yasuyuki Rakuei and Tsutomu Mizota.

	26. Effect of school-based education program for Schistosomiasis control
（住血吸虫症対策における学校保健の効果）
	共著
	平成17年
11月
	Southeast Asian Journal of Tropical Medicine and Public Health 
第36巻6号 

P1388-P1393 
	［企画，調査の一部］を担当
ジンバブエで行った住血吸虫症対策における学校保健の効果を調べた論文。学校を中心とした予防とスクリーニング，治療は住血吸虫症対策として費用効果の高い対策であることが示された。
共著者：Chizuko Suzuki, Tsutomu Mizota, Toshiki Awazawa, Taro Yamamoto, basti Makunike and Yasuyuki Rakuei.

	27. Knowledge, attitude and practice toward HIV/AIDS among community people in rural Kenya
（ケニア農村部で行ったKAP調査）
	共著
	平成17年
12月
	J of Biosocial Science 
第38巻 

P481-P490. 
	［企画，調査，解析，論文執筆］を担当
本論文は，ケニアの農村部で行われたＨＩＶ／エイズに対するＫＡＰ調査の結果をまとめたものである。ケニアの東南に位置するクワレという農村（人口1500名）を対象に，階層化クラスターサンプリング法を用いて，16－49歳の250名（男性：134名，女性：116名）が抽出され，ＨＩＶ／エイズに対する知識，態度，行動が質問紙を使って訪問調査された。調査の結果，大半の人々は「ＨＩＶ」という言葉を知っていたが，ＨＩＶ／エイズに関する知識に関しては，ばらつきが見られた。また

	
	
	
	
	，エイズに対しては，約80％の人が「死」や「恐れ」といったイメージを抱いていることがわかった。また，性行動に関していえば，男女とも12－13歳くらいから性体験が始まり，15－16歳で約半数に体験があること，女性の体験率が常に男性のそれを上回るといったことが明らかとなった。同地域では，ケニアの保健関係者と私たちのチームが，学校をエントリー・ポイントとした健康教育（性教育も含む）を計画しており，そのための基礎調査として意味の大きな調査研究であった。
共著者：Mohamed Karama, Taro Yamamoto, Masaaki Shimada, S.S.A. Orago and Kazuhiko Moji.

	28. ODAを通じた保健医療分野における日本の国際協力
	単著
	平成17年
11月
	保健の科学

第47巻10号
P740－P744.
	保健医療分野における日本の協力の現状を，政府のODA大綱や中期政策と合わせレビューした論文。日本に比較優位のある「包括的な保健医療分野の取り組み」を紹介すると同時に，過去の我が国の経験の移転の有効性についても考察している。

	29. Japan’s contribution in achieving the health related MDGs- Health and Development Initiative (HDI)
（保健関連ミレニアム開発目標達成に向けた日本の貢献）
	単著
	平成18年
2月
	Journal of International Health 
第20巻2号 

P65-P66
	日本のこれまでの保健医療分野における貢献を簡単に述べた上で，2005年6月に発表した日本の新たな国際保健医療協力分野におけるイニシアティブ（「『保健と開発』に関するイニシアティブ」）を紹介した論文である。日本政府が，今後５年間で５０億ドルを目処とした国際協力を保健医療分野で行っていくこと。保健分野の協力が国際社会の公約であるミレニアム開発目標の達成に貢献することを目標とすることなどが述べられている。

	30. Proactive plan to help contain pandemic influenza in Asia
（アジアにおける新型インフルエンザ流行封じ込めのための準備）
	共著
	平成18年
9月
	Trop. Med. Health 
第34巻2号 

P75-P76
	［企画，調査，論文執筆］を担当
新型インフルエンザの発生に備え，行うべき対策としての抗ウイルス薬の備蓄について，各国の状況を調査し，その上で国際備蓄としての日本の貢献（50万人分の抗ウイルス薬を新型インフルエンザに対する国際貢献としてシンガポールに備蓄）と，その運用基準を紹介した論文。
共著者：Taro Yamamoto and Andy Crump.

	31. Japan’s health revolution to be bestowed on Africa
（アフリカに貢献する日本の健康転換に関する研究）
	共著
	平成18年
12月
	RealHealthNews 
第6巻 

P28-P31
	［調査，論文執筆］を担当
明治以降日本の保健政策，健康転換を展望し，そうした政策の背景にある思想の源流を考察した。その上で，そうした過去の日本の取り組みが現在のアフリカにおいても有効である可能性を示唆した論文である。 
共著者：Andy Crump and Taro Yamamoto.

	32. Japan’s aid commitment to health and Africa
（保健とアフリカに対する日本の貢献）
	共著
	平成19年
1月
	Lancet 
第369巻
P28. 
	［企画，論文執筆］を担当
戦後日本の保健医療分野における援助政策を概観し，その背景にある援助哲学を考察した。また，アフリカへの貢献について日本の比較優位と，今後取り組むべき課題を提言した論文。
共著者：Taro Yamamoto and Andy Crump.

	その他の論文

５編以上
	
	
	
	

	（その他）
	
	
	
	

	【総説】
	
	
	
	

	1. アフリカのエイズ流行が意味するもの
	単著
	平成12年
1月
	世界週報

P34-P35
	アフリカにおけるエイズ流行の状況をレビューし，その影響について言及した論文。アフリカにおける急激なエイズ流行拡大が，人口学的に及ぼす影響についても言及している。

	2. アフリカにおける人類の歴史と生命誕生の浪漫
	単著
	平成12年
6月
	世界週報

P56-57
	アフリカが人類の誕生の地であったこと，人類進化に大きな役割を果たしたことを主題に，私たちが感じる「アフリカ」とは何かを考察した論文。

	3. 感染症はなぜ人間の安全保障の問題か
	単著
	平成13年
3月
	世界週報

P28-30
	日本政府は外交の基本として「人間の安全保障」という視点を掲げている。その人間の安全保障の視点から感染症の問題に言及した論文。感染症が環境問題，特に生態系の破壊と密接な関係にあり，そうした視点から感染症対策を考える重要性を指摘した。

	4. 日本のエイズ流行と感染リスクの現状と動向
	共著
	平成13年
4月
	JMS 66

P22-P25. 
	［調査，データ解析の一部］を担当
日本におけるエイズ流行の様相と感染リスクをまとめた論文。

共著者：木原正博，木原雅子，市川誠一，山本太郎

	5. 正しい理解が普及していないエボラ
	単著
	平成13年
5月
	世界週報

P42-43
	エボラに対する啓発的論文。エボラの症状等に関する正確な知識の伝達を目指した。

	6. 開発援助は誰のためか
	単著
	平成13年
6月
	世界週報

P58-59
	政府は，ODAの目的として，「我が国の繁栄と安定」を，その一つに掲げた。その意味について，援助と援助を与える主体としての日本を考察したもの。

	7. エイズで存亡の危機に立つアフリカ
	単著
	平成13年
7月
	世界週報

P48-49
	2000年に初めてアフリカ大陸（南アフリカ）で開催されたエイズ国際会議の内容をレビューした論文。

	8. 新たなパラダイムの構築でウイルスとの共生を
	単著
	平成13年
7月
	世界週報

P54-55
	一つの生物種としてウイルスを考えたとき，人々はウイルスを根絶すべき対象としてではなく，「共生」すべき対象と考えるべき生態学的根拠を模索した論文。

	9. 人類の歴史は疾病増加の歴史でもあった（前編・後編）
	単著
	平成14年
1月

平成14年
1月


	世界週報

P72-73

P58-59
	人類が疾病をどのように考え，疾病と付き合ってきたかについて，医療人類学的視点と歴史的検証から考察を加えた論文。疾病の医療化，脱医療化は，文化や，疾病そのものへの対処方針が存在するか否かによって規定されてきた事実を考察した。

	10. 近づく人口減少社会，求められる文明システムの転換
	単著
	平成14年
4月
	世界週報

P6-9
	１万年の時間単位での世界の人口変動と社会変化（農耕の開始，産業革命）の関係を考察し，現在，日本を始めとする先進国で見られる人口減少が人類史上初めて現れた現象であることを指摘した論文。

	11. バイオテロリズムと疾病監視システム
	単著
	平成14年
6月
	世界週報

P58-59
	バイオテロの脅威が高まる中，そうした脅威に対する監視システムとして有効な対策（症候群別サーベイランス）を提言した論文。

	12. 天然痘ワクチン接種再開のジレンマ
	単著
	平成15年
1月
	世界週報

P78-79
	米国で大きな議論を巻き起こした天然痘ワクチンの接種再開について，その背景と，再開が引き起こす「負のインパクト」について，政策立案者の立場を考察した論文。

	13. 姿を消したロタウイルスのワクチン
	単著
	平成15年
4月
	世界週報

P64-65
	ロタウイルスワクチンを対象として，ワクチン開発とその承認を巡る問題点を米国とインドを取り上げて論じたもの。

	14. 医療生態学事始－ＨＩＶとＨＴＬＶ，二つのウイルスから学ぶこと
	共著
	平成16年
10月
	エコソフィア14

P10-P15
	［企画，シミュレーション，解析，論文執筆］を担当
ヒトレトロウイルスであるHIVとHTLV-1を比較し，その違いがヒトへの適応課程のステージの違いによる可能性があることを，数理モデルを用いて示唆した論文。また同時に，ウイルスのヒトへの適応課程を５段階に分類し，新興感染症出現のメカニズムを考察した論文。新興感染症は，他宿主との偶発的な接触の結果，ヒトへの適応を果たすが，生態系や環境の破壊によってそうした接触の機会が増加すればするほど新興感染症出現の機会が増加することを示唆した論文。
共著者：山本太郎，安岡潤子，嶋田雅暁

	15. パンデミック・インフルエンザ（１）（２）
	単著
	平成17年11月

平成17年12月
	世界週報

P60-61.

P62-63
	出現が危惧されている新型インフルエンザについて，現在の鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1）が新型インフルエンザに変異した場合に予測される被害を健康面及び経済面で論じた総説。新型インフルエンザ対策にも言及している。

	16. 適切な危機感を共有するために
	単著
	平成18年
10月
	世界週報

P64-65.
	鳥及び新型インフルエンザの最新の状況と国際社会の取り組みをアップデートした総説。

	その他総説

40編以上
	
	
	
	

	【依頼原稿】
	
	
	
	

	1.  HIV感染予防のために－海外渡航者のための基礎知識
	単著
	平成10年
8月
	海外勤務と健康

第７巻
P37-P40
	海外渡航者のためのＨＩＶ感染予防の手引き。

	2. 性感染症対策
	単著
	平成12年
5月
	診断と治療
第８８巻８号
P1295-P1300.
	海外渡航者を対象とした性感染症対策について書いたもの。

	3. 新型インフルエンザへの対応　国際協力の視点から
	単著
	平成19年
1月
	セフィーロ

第５巻

P44－P47
	新型インフルエンザに対する対策を，国際協力の視点から概観したもの。

	【研究報告書】
	
	
	
	

	1. 文化と開発－枠組みを検討する－
	共著
	平成10年
9月
	国際開発高等教育機構報告書

P35-42.
	［保健医療と文化］を担当
開発において文化は最後のフロンティアであるとの認識のもと行われた研究の報告書。開発思想の潮流とプライマリーヘルスケアへの「流れ」を文化という切り口で比較したもの。
共著者：山本太郎，内山田康，足立明，鈴木基，三浦敦

	2. 文化と開発―方法と事例―
	共著
	平成11年
4月
	国際開発高等教育機構報告書

P35-54.
	［フィリピン農村のバランガイヘルスワーカーの研究］を担当

開発において文化は最後のフロンティアであるとの認識のもと行われた研究の報告書の第２弾。
共著者：山本太郎，内山田康，足立明，鈴木基，三浦敦

	3. A comprehensive HIV VCT- Prerequisite for expansion of ARV therapy in resource poor country-
（包括的HIV検査センターに関する研究）
	単著
	平成17年
8月
	国際開発高等教育機構報告書

P1-P31
	本研究は，開発途上国における包括的HIV検査センター（VCT：Voluntary counseling and testing center）の概要とその限界および可能性を示唆する研究となっている。現在，世界で4200万人の人々がＨＩＶに感染しているが，その90パーセントは，サハラ以南アフリカを中心とする資源の限られた開発途上国に暮らしている。2003年，1年間で約300万人がエイズで死亡し，毎日8000人が新たにHIVに感染しているが，その多くは開発途上国と呼ばれる国々で起こっている。開発途上国におけるＨＩＶ対策は人類が直面している緊急の課題となっている。そうした認識を受け，世界保健機関，国連合同エイズ計画は，2005年までにエイズ治療を必要とする300万人の人々に治療を提供する「3 by 5」イニシアティブを提唱した。しかし，資源の限られた国におけるエイズ治療の開始には幾多の困難があることもまた事実である。そうした困難の原因を一つひとつ明らかにするため，本研究では，エイズ治療，予防の第1線となるＨＩＶ・ＶＣＴセンターに焦点をあてて，その現状と課題，およびその可能性を明らかにすることとした。研究が行なわれた場所は，サハラ以南アフリカを除くと最も強くＨＩＶ流行の影響を受けているカリブ海の国，ハイチ。ハイチの首都ポート・プリンスで20年以上に渡りＨＩＶ／エイズ対策にかかわる活動をしているＶＣＴセンターのこれまでの取り組みを概観し，包括的ＶＣＴセンターのあり方について研究を行なった。また，ＨＩＶ／エイズに対する人々の認識についても明らかにした。結果として，幾つかのことが明らかとなった。第１に，結核や性感染症に対する対策，家族計画，栄養サポートプログラムといったプログラムをＶＣＴセンターの機能に包括することが，ＶＣＴセンターへの人々のアクセスを容易にするということ。第２に，ハイチの人々がＨＩＶ／エイズに対して「否定」「偏見」「生きる力の喪失」といった認識をもっているということ。第３に，ブドゥー教の影響の強いハイチでは，人々の健康希求行動にブドゥー教神父が強い影響力を与えていること。こうしたＨＩＶ／エイズに対する「否定」「偏見」「生きる力の喪失」を乗り越え，人々にＨＩＶ／エイズに対する予防と治療を提供していくためには，包括的な保健医療サービスを提供し，病気を予防，治療すると同時に，人に焦点を当てたサービスの提供が求められているということ。

	【学会発表】

（本人発表文のみ）
	
	
	
	

	1. HTLV-1 proviral DNA in umbilical cord blood of babies born to carrier mothers
（HTLV－1キャリア母親から生まれた児の斎帯血中プロウイルスの存在の検討） 


	共同
	平成6年
5月
	6th International Conference on Human Retrovirology: HTLV. (Atlantic City U.S.A.)
	［実験，解析，発表］を担当
ＨＴＬＶ－１に感染した母親から生まれた児の斎帯血中プロウイルスの存在を検討し，ＨＴＬＶ－１の子宮内感染の可能性を調べた結果の報告。ＨＴＬＶ－１の子宮内感染は母乳感染を除いた母子感染の主要な感染経路でないことを報告した。
共同演者：Taro Yamamoto, Shigeru Katamine, Ryouzou Moriuchi,  Kaoru Terada, Katsumi Eguchi, Yosiro Tsuji, Touru Yamabe, Tsutomu Miyamoto, and Shigeo Hino.

	2. Prevalence of HIV Antibody and Chlamydia Trachomatis Infection among Pregnant Women and Young Adolescents
（妊婦と若年層におけるクラミジア抗体陽性率に関する研究）
	共同
	平成8年
7月
	11th International AIDS conference. (Vancouver, Canada)
	［企画，調査，解析，発表］を担当
第11回エイズ国際会議において，1987年から1997年に妊婦検診に参加した妊婦集団約10万人から無作為に抽出した9,652名についてのクラミジアトラコマティス抗体陽性率の報告。1980年代後半から1990年代後半の10年においては，40歳以降の年齢層を除く全ての年齢層においてクラミジア感染率が低下していることを報告した。また，教育歴，初婚年齢，早期の妊娠，複数回の人工妊娠中絶がクラミジア感染のリスクであることを報告した。
共同演者：Taro Yamamoto, Takusei Umenai, Hiroshi Suzuki and Shigeru Katamine.

	3. ブラジル滞在者（青少年）の性行動とエイズ知識調査
	共同
	平成8年
8月
	第11回日本国際保健医療学会総会（愛知）
	［解析，発表］を担当
1年以上ブラジルに滞在した若者を対象に，滞在前と滞在中の性行動を比較した調査の結果を発表した。
共同演者：山本太郎，小貫大輔，定森徹，梅内拓生

	4. Surveillance system and epidemiological situation about HIV/AIDS in Japan
（日本のHIV/AIDSの現状とサーベイランス）
	単独
	平成9年
5月
	Regional Workshop on Evidence of Behavioral Change in the Context of HIV decline in Thailand (Bangkok, Thailand)
	ＷＨＯとハーバード大学エイズ研究センターがバンコクにて共同で開催した国際ワークショップにおいて，日本のHIV/AIDSの疫学的現状とサーベイランスについて報告した。

	5. The analysis of the changing rate of seroprevalence of Chlamydia trachomatis antibodies among pregnant women prior to and after allowance of pill use
（ピルの解禁前後における妊婦クラミジア感染陽性率の変化）
	共同
	平成9年
10月
	4th International Conference on AIDS in Asia and the Pacific (Manila, Philippines)
	［企画，解析，発表］を担当
第４回アジア太平洋エイズ国際会議において，ピル解禁前後における妊婦クラミジア感染陽性率の変化に関する調査の結果を発表した。
共同演者：Taro Yamamoto, Yousuke kusano, Kazuhiko Moji, Shigeru Katamine, Kenji Kurokawa, Ituko Horiguchi, and Tutomu Miyamoto.  

	6. The situation of sexually transmitted disease in Japan
（日本の性感染症の現状）
	単独
	平成10年
6月
	Global Monitoring on AIDS Pandemic symposium (Annecy, France)
	第12回エイズ国際会議のシンポジウムで，日本の性感染症の現状と対策上の課題について発表した。

	7. エイズ流行拡大が開発に与える影響－アフリカにおける事例研究
	共同
	平成11年
2月
	日本熱帯医学会九州支部会「開発と疾病」シンポジウム（長崎）
	［企画，調査，解析，発表］を担当

エイズ流行が「開発」に与える影響について，流行の著しいアフリカを例にまとめ発表したもの。アフリカにおけるエイズ流行が平均寿命の低下や，生産年齢人口の減少をもたらすことによる影響，さらには，伝統や知識の伝達者である壮年層の減少が社会に与える影響について報告した。

共同演者：山本太郎，溝田勉.

	8. フィリピン共和国ボホール島デュエロ市におけるバランガイ保健婦の役割 
	単独
	平成11年
5月
	第３３回日本民族学会（東京）
	医療資源が充分とはいえないフィリピンの農村地域において，地域の保健婦が果たす役割を発表し，人々の健康希求行動に与えた影響に対する考察を報告した。

	9. The role of behavioral surveillance for intervening HIV epidemic 
（HIV流行予防における行動サーベイランスの役割）

	単独
	平成13年
9月
	The 3rd Asian-Pacific Congress of Epidemiology: Symposium (2): Contribution of Epidemiology to Communicable Diseases Control in Asian Pacific Countries.
	第３回アジア太平洋疫学学会のシンポジウムにおいて，次世代サーベイランスと呼ばれる「行動サーベイランス」が，HIV流行予測，対策の立案の際に果たす役割について報告した。

	10. 滞日外国人の予防対策の将来を探る－アジア･中南米でのエイズ流行について 
	共同
	平成13年
11月
	第15回日本エイズ学会（東京）
	［企画，調査，解析，発表］を担当
在日外国人に対するエイズ予防対策を考える目的で，そうした在日外国人の本国でのエイズ流行の疫学的状況をまとめた調査の結果を発表した。
共同演者：山本太郎，鎌倉光宏，木原正博．

	11. アフリカと日本の医療協力
	単独
	平成17年
10月
	第４６回日本熱帯医学会シンポジウム（京都）
	アフリカにおける医療協力－日本の果たすべき役割－を発表。



	その他共同発表

５０回以上
	
	
	
	

	【その他】
	
	
	
	

	1. 「カリブの風」

（連載全10回）
	単独
	平成15-16年
	時事通信社
	ハイチ国カポジ肉腫・日和見感染研究での診療・研究の日々を綴った連載。

	2. 「熱帯の鼓動」

（連載全42回）
	単独
	平成15-16年
	産経新聞社
	アジアやアフリカといった熱帯地域で暮らした時の，その時々の感想を綴った連載。

	3. 「人類史を旅する」

（全8回）
	単独
	平成19年
	中国新聞社
	アジア・アフリカ・カリブの国，8ヶ国を旅したときに感じた感想を人類史とからめて綴った連載。


山本　－ 1

